



























































































































































































































































12 9／16 教科書7課復習 日韓関係③
・日韓関係はどうあるべきか．
・韓国人との付き合い方はどうあるべきか
13 9130 小レポート（日韓関係はどうあるべきか） （1000字）提出
教科書8課 在日コリアン①
・数字の読み方（漢数詞，固有数詞） ・在日コリアンとは
・曜日の言い方 ・映画「パッチギlove＆Peace」鑑賞
14 10114教科書8課 在日コリアン②
・時刻の表現 ・「在日特権」とは
・個数の表現 ・外国人地方参政権の問題，国籍取得の問題
15 10128 校外学習（在日韓人歴史資料館）
16 1114 小レポート（資料館訪問の感想・考察）（1000字）提出
教科書7・8課の復習 2学期レポート課題発表・説明
・資料館訪問の感想を述べ合う．
17 ll111教科書9課 北朝鮮①
・日付の言い方 ・北朝鮮の基礎知識
・電話での会話表現 ・南北分断の歴史を振り返る
・北朝鮮に見られる儒教文化とは
18 11118韓国語スピーチコンテスト練習 北朝鮮②
・拉致問題，国交正常化交渉，日本人妻の問題
よど号事件，帰国運動，北朝鮮報道など，
19 ll125教科書9課 レポート執筆指導
・位置，方向の表現 ・参考文献の探し方，引用の仕方
・自民族優越主義的な発想とは
12／15 2学期レポート （2000字）提出
表2：2008「ハングルを学ぼう」2学期授業内容
　韓国語については，当初の予定では1学期の続きで教科書の7課から始めて11課まで
進むつもりでいたが，あまり急いで理解がおぼつかなくなっては問題なのでペースを落と
すことにしたため，結局9課までの3課分しか進まなかった．実際，受講者間で韓国語の
力に大きな開きができてしまい，3人とは言え受講者のレベルにあった授業をするのに手
古摺ってしまった．各受講者のレベルに沿った個人指導型で行うか，あるいは受講者が互
いに教え合うような共同学習型にするかなど，授業のたびに悩んでいたと思う．
　また受講者の1人は独学で韓国語の学習を進めていたので，その年の12月に行われた
神田外語大学主催の全国学生韓国語スピーチコンテストの高校生部門（朗読部門）に応募
してみることとなった．応募するからにはぜひ入賞させ，できれば優勝してソウルへの往
復航空券を手に入れてもらいたいと思い，東京韓国学校で韓国人の先生にスピーチの指導
を受けるなど入念な準備を行った結果，書類選考が通り本選出場を決め，実際に韓国語で
スピーチをすることとなった．本番ではかなり緊張したせいもあり残念ながら入賞とはな
らなかったが，数多くの応募者がいる中，わずか半年の韓国語学習で本選に出場できただ
けでも大健闘したと思うし，何よりも生徒本人の努力には敬服するばかりである．
　韓国文化・事情に関しては，「日本との関係の考察」という大きなテーマの下，①韓国
と日本の関係，②在日コリアンと日本の関係，③北朝鮮と日本の関係という3つのテーマ
に分けて授業を行った．
　日韓関係については「韓流」や「嫌韓」といった言葉に反映されている日本人の韓国に
対するイメージや，韓国人の対日感情などについて受講者とともに考えていった．当時話
題になっていた「嫌韓流3」というキーワードの背景にある自民族優越主義や，韓国人が
日本に対して抱く複雑な愛憎感情について考えながら，あるべき日韓関係とはどういった
ものかについて考察を行った．そして3回に及ぶ日韓関係についての授業後は，次のテー
マの小レポート（1000字）を提出させた．
日本と韓国は隣国として付き合っていかなくてはならないが，お互いに対する親近感
はそれほど高いとは言えないというデータがある．では，日本は韓国とどのように付
き合っていけばいいと思うか．何かすべきことはあるだろうか．また日本人は韓国人
とどのように付き合っていけばいいと思うか．うまく付き合っていくために，私たち
日本人がやるべきことや心しておくべきことはあるだろうか．
　在日コリアンと日本の関係については，民団の方から頂いた『在日コリアンの歴史』
（民団中央民族教育委員会編，2006）という教科書を読んだり，井筒正幸監督の映画『パッ
チギLove＆Peace』の一部を見せたりしながら在日コリアン社会を紹介し，在日コリア
ンのアイデンティティや，日本国籍取得や地方参政権の問題や，いわゆる在日特権とされ
るものについて考察していった．また中間試験直後には，校外学習として麻布十番の民団
本部にある在日韓人歴史資料館を訪ね，展示物を見学したり資料館の方に話を伺ったりし
3嫌韓流は山野（2005，2006，2007）による造語．また山野の『マンガ嫌韓流』に対抗して『嫌日流』という本
が韓国でヤン（2006），キム（2007）によって執筆された．授業では，両者を読み比べて検討した．嫌韓流の人
種主義・国家主義的性格については，板垣（2007），朴・太田他（2006）参照．
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た．そして翌週には，資料館を訪問した感想および自分で設定した1つのテーマについて
の考察を小レポート（1000字）として提出させた．
　北朝鮮と日本の関係については，北朝鮮について概要を説明した後に，儒教思想から見
た韓国との類似性について触れた後，1960年代の帰国運動や拉致問題や国交正常化交渉
や，日本における北朝鮮報道のあり方など考察していった．
　学期末レポート（2000字）のテーマは，次のようにした．
日本と韓国，日本と北朝鮮，あるいは在日コリアンと日本社会の間において懸念となっ
ている事柄を1つ取り上げ，文化的・歴史的背景を交えつつ説明しなさい．そしてそ
の懸念はどのように対処されるべきか，またわれわれ日本人にできることはあるか，
について考察しなさい．
受講者3人はそれぞれ，以下のテーマを設定しレポート執筆に取り組んだ．
・在日コリアンの参政権
・北朝鮮による拉致事件の解決
・竹島問題
今回は1学期の反省を踏まえて学期末レポートの事前指導として，2学期最後の授業で図
書館での文献の検索の仕方，文献の引用の仕方，文章の構城の仕方などについて改めて指
導を行った．また自民族優越主義的な発想の問題点について改めて解説し，各受講者にこ
れまで自分が書いてきたレポートにそのような発想がなかったかどうか振り返らせ，学期
末レポートではどう書いてくるか見守ることにした．書いてきたものを読むと，日本だけ
ではなく相手の立場に立って考察した跡が見られる文章になっており，バランスよく記述
しようと努力していることを伺わせてくれた．また1学期の学期末レポートに比べて，3
人とも読みやすい文章になっており，引用の体裁もだいぶ良くなっていた．とはいうもの
の，十分に文献を読みこなさないで，思い込みを考察しているようにしか見えない記述が
散見され，文献の読みこなし方の指導を3学期では重視していかなくてはと感じた．
　またレポート提出の際3学期に予定しているテーマ学習でどのようなことを調べたい
かについて理由を含めてレポート用紙1枚に書いたものを，1学期と同様の自己評価シー
トと合わせて提出させた．ただし，1・2学期の学期末レポートの内容と重複するテーマ
は禁止した．各受講者が設定したテーマは次の通りである．
・在外コリアンについて
・韓国における日本文化受け入れ
・韓国における反日歴史教育について
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3学期（全4回）
　3学期の授業内容をまとめると，表3のとおりになる．
　韓国語については，2学期の続きで教科書に沿って進め，丁寧な表現の語尾（－U月叫，
O｝／（囲R体）を用いた日常動作を表わす動詞（行く，来る，食べるなど）を紹介した．ま
た，3学期最後の授業では，韓国語で簡単な自己紹介の文章を作り，発表を行った．結局
教科書は2課分しか進まず，予定していたように教科書1冊を一通り読むことはできずに
終わった．
　韓国文化・事情に関しては，受講者の関心のあるテーマについて各自調べて学習すると
いう方針で行った．2学期末レポートの提出の際に申告してもらったテーマに従って，第
2週からは各受講者にブックレポートをさせることにした．方法としてはそれぞれに関連
文献のコピーを与え，各受講者は与えられた文献の内容についてまとめたレジュメを作り，
約20分でできるだけわかりやすい発表を週替わりで行うという形をとった．そして，各
発表の最後にテーマに関連したディスカッションのトピックを述べてもらい，そのトピッ
クについて受講者同士で意見交換をする活動を行った．発表後に感想を聞いてみると，み
な相当緊張し，またうまく発表できなかったと感じたようで，プレゼンテーションの難し
さを知るいい経験となったようである．なお，私が各受講者に与えた文献は，以下の通り
である
（在外コリアン）
（日本文化受け入れ）
（反日歴史教育）
伊東順子（2001）『病としてのナショナリズム』
土佐昌樹（2004）『変わる韓国，変わらない韓国一グローバル
時代の民族誌に向けて』
三橋広夫（2007）『韓国の小学校歴史教科書一初等学校国定社
授　業　内　容?
日付
韓　国　語 文化・事情
20 1113教科書9課の復習 3学期の授業について説明
R学期レポート課題発表
激|ートの書き方の指導（章立ての仕方）
21 1120教科書10課
E動詞（一tiuq体）による日常動作の表現
ブックレポート①
u在外コリアン」
22 1127教科書10課
E動詞（－o∀σi且体）による日常動作の表現
ブックレポート②
u韓国の日本大衆文化受け入れ」
23 2110韓国語で自己紹介を書き発表 ブックレポート③
u韓国における反日歴史教育」
2116 3学期レポートの最初の2000字提出
3／12 3学期レポート（4000字）提出
表3：2008「ハングルを学ぼう」3学期授業内容
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会・社会科探究（世界の教科書シリーズ）』，黒田勝弘（1999）
『韓国人の歴史観』
　学期末レポートは，各受講者の設定したそれぞれのテーマについて論じるというもので，
長さは1・2学期レポートの倍の4000字とした．なお中間指導として，レポートの最初
の2000字を2月中旬に提出させて私からフィードバックを与えた後に，最終稿4000字を
3月中旬に提出させる方式をとった．これは，締切ぎりぎりになって書き始めるというこ
とを避けさせるとともに，大きな方向性や文章の展開など問題があった場合に修正が効く
ようにするためである．また，1年間にわたる授業の感想（1000字以上）も合わせて提
出してもらった．まだまだ不十分な点はあるものの，1・2学期の学期末レポートに比べ
れば引用の仕方など論文としての体裁が整ってきてずいぶん読みやすくなり，なるほどと
思わせるような鋭い考察も見られるようになった．文章力の点で最初はかなり心配させら
れた受講者についても，1年経つと随分成長するものだと感じた．
4．授業を振り返って
　以上1年間にわたる授業実践を報告したが，次に授業を振り返って良かった点や反省点
などを考察していきたいと思う．受講者に提出してもらった1年間の授業に対する感想を
引用しながら述べていきたいと思う．
授業全般については，次のような感想が見られた．
今ふと思ってみると，教科書最後まで終わらなかったなあ，とちょっと残念そうに惜
しみつつも，1年間韓国語・韓国文化を習ってみて，私は最高に楽しい時を過ごすこ
とができました．先生には本当に感謝しています．
今まで受験科目を詰め込み式に勉強させられてきた私にとって，自分の頭で考え自分
の気持ちを表現し広い教養が身につけられるという，こんな贅沢な勉強ができるのも
学習院という恵まれた学校に行っているからだとつくづく思いました．
こうした感想を読んで，私は「ハングルを学ぼう」に挑戦して本当に良かったと思った．
無論私が読むこととこの紀要で引用する可能性があるということを承諾してもらった上
で書いた感想なので，多少のお世辞が含まれているとは思うが，素直に好意的に受け止め
たいと思う．
　韓国語の学習については，受講者間で大きなレベルの開きができてしまい，個々の生徒
のレベルに対応した授業にする点で大変苦労したし，自分自身あまりうまく指導ができな
かったと思う．
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私は授業が始まる以前に韓国語関連の本をちょっと読んだことがあったおかげか，ハ
ングルはすぐに覚えることができ，教科書に出てきた単語や，あるいはそれ以外の単
語も辞書を使ってたくさん覚えていくようになりました．
と書いた者もいれば，逆に，
初心者のじぶんにとって，韓国語の対話などはとても難しいものであった，単語もか
なりの量があり，全く覚えることができなかった．覚えることは少なく，簡単な文法
だけでもよかったので，もう少し進度を遅くしてもらい，完壁に少量でもマスターし
たかった．
と書いた者もいた．急ぎすぎたために取り残されてしまう生徒がでては意味がないので進
度を遅くしたつもりだが，それでも不満が残ってしまったようだ．この授業では，総合授
業の理念を尊重して韓国文化の1つとしての輕国語を「体験する」ことを目的として，通
常の語学学習のように暗記を求めない方針でいたが，ある程度は単語や文法などを暗記さ
せた方が学びの達成感があるのかもしれない．しかし，韓国語を学んだという実感を得ら
れなかった生徒にとっても，多少なりとも韓国語に触れた経験は，頭の片隅に残って将来
何らかの形で役立つ時が来ると信じたい．
　韓国文化・事情に関しては，次のような感想が見られた，
儒教から歴史，在日コリアンについてまで，今まで知らなかったこと，また知ってい
たつもりでも実際は正しくなかったことなど，本当に深く学んだなと思っています．
特に学んだこととしては，一方的な考え方はいけないという事を知った．授業を受け
る前は韓国に対して良いイメージは無かった．むしろ悪いイメージの方が強かったと
思う．しかし授業を受けていくことにつれて，韓国を色々な見方をすることを覚え，
以前よりも色々なことを知ることができた．そのおかげで自分が偏見ばかりにとらわ
れていたことを知ることもできたし，物事に対して主観的にみたり，客観的にみたり
することができるようになったと思う．このことは韓国の授業だけではなく，日常生
活などにおいても大切なことだ．客観視することを覚えたのは人間的にもすごく成長
できたのではないかと思い，とても嬉しかった．
最初はとても重いテーマばかりやっていると思っていましたが，今ではその気持ちも
少しはなくなりました．なぜなら，韓国語の授業で考えた「日本と韓国」の文化交流
や戦争のことは少なからず自分のためになっていると思うし，世界中の人々が真剣に
考えていかなければならないことだと思うからです．従って，今では本当に良い経験
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をしたと思っております．
こうした感想を読んで，私は授業計画作成の段階から目論んでいた異文化理解能力を向上
させるという目標は果たせたのではないかと感じる．生徒には「親韓」「嫌韓」といった
ムードレベルでの認識を脱却し，地に足をつけて韓国文化や韓国事情について学んでもら
いたかったのである．今日はインターネット時代であり，サイバー空間では嫌韓ムードが
強いが，こうした時代だからこそ情報を正しく読み取って，偏見や先入観にとらわれない
異文化理解の態度を身につけなくてはならないのである．その目標が達成できたのだとす
るならば，この授業の意義は大きかったのではと思う．
　また，レポート指導については次のような感想が見られた．
自分にとってレポートや課題の量が結構多かった．文字数も多く，他の総合の人たち
に比べて多かった気もするので，もう少し課題やレポートなどを減らして欲しかった．
良くなかった点というより辛かったのは，何を置いてもレポートに関してです．文字
数が今まで書いたことのないような文字数の指定なので，真剣に欝になりました．書
いても書いても文字数に到達しないときは諦めようかと毎回思いました．しかし，今
までレポートを書いてきて少しはレポートを書く力がついたと思うので，それに関し
てはありがたく思っております．これで大学に行っても少しは安心できそうです．
確かにレポートの本数や字数は多かったと思う．1年間で大小レポート合計11，000字，
原稿用紙にしたら27．5枚分のレポートを書いたのである．しかし2番目の受講者の感想
にある通り，文章力が向上したという実感があるのならば，苦しくても意義ある活動だっ
たのである．楽して高い点数がとれる授業が良い授業なのではなく，学ぶことの多い授業
が良い授業のはずである．私自身3回の小レポートや3回の学期末レポートを読んで，受
講者の文章力が着実に上達していくのを感じとることができた．各受講者とも大学入学後
はレポートをたくさん書かされると思うが，この授業で養った文章執筆能力を土台にして
優れたレポートや論文を書けるようになってくれれば，これほど嬉しいことはない．
　またそのほかの感想としては，校外学習がとても印象深かったようである．
課外活動は特に印象に残りました．
百聞は一見にしかずというように，校外に出てもっと色々なことを自分の体で体験し
てみたかった．
一番楽しかったのは，なんといってもコリアタウンに行ったことです．僕はキムチな
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どはあまり好きではなかったので味に対しての感想は微妙でしたが，あの時はご馳走
していただき，ありがとうございました．（笑）
確かに実際に目で見て感じるということは必要なことだろう．結局2回しか校外学習を行
わなかったが，あと1回くらいは校外学習の機会を設けてもよかったと今さらながら思う．
5．おわりに
　この1年を振り返ってみると，授業の準備には相当な時間を要したし苦労も多かったが，
実に楽しい時を過ごさせてもらったし，趣味で学んできた韓国語や韓国文化・事情をテー
マに授業ができるというのは最高の幸せであった．英語の指導においてはコミュニケーショ
ン能力というスキルの向上が主要な目標で，ものの見方や考え方を指導する機会は少ない
が，一方「ハングルを学ぼう」では偏見や先入観にとらわれずにいかに異文化を理解する
かというものの見方・考え方を指導することが中心であったため，自分自身多くのことを
学べた．このような総合授業をすることのできる学習院高等科で教鞭をとることができて
本当に恵まれていると思う．また何よりも3人の受講者には，1年間私の授業についてき
てくれたことに心から感謝したい．
　この授業を通じて，英語教師として感じたことが1つある．それは，国際理解や異文化
理解というテーマを英語教育の中で扱っていくのは，生易しいことではないということで
ある．英語教育はしばしば国際理解や異文化理解とセットにして捉えられる．教科書や問
題集には，異文化理解をテーマとした文章がよく見られる．しかし，そうした文章を授業
で読んでいくことだけで異文化を理解する力が高まるとは，私には到底思えない．たとえ
ば，日本で生活する外国人が日本での異文化体験を述べた文章を読めば，日本人が普段気
付かないような日本の個別性や異質性を認識することにはなるだろう．しかしそこまでで
ある．異文化理解はもっと深いレベルの話である．本当の意味での異文化理解とは，異質
な者同士が違いを受け入れて共存していく態度の育成なのである．異文化について述べた
文章を読むだけではそのような態度が育つには至らず，逆に英語文化vs日本文化という
形で二項対立的に文化を捉える視点を身につけ，むしろステレオタイプ的な異文化の捉え
方を増幅することで終わってしまうと思う．私は英語教育では最初から異文化理解の要素
をできるだけ薄めるべきだと考えるが，言語は文化の一部であるから英語の場合やはり英
語文化を無視するわけにはいかない．異文化を扱いながらも異文化理解能力を高めるに至
らず，逆にステレオタイプで捉える異文化意識の増幅で終わってしまうような英語教育で
あるならば克服していかねばならないし，これは今後自分が探究していかなくてはならな
いテーマだと感じる．
　韓国というテーマが，果たしてどれほど今時の高校生の興味をそそるかについてはよく
分からないし，もしかしたら韓国に対してあまり関心のない生徒は結構多いのかもしれな
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い．しかし，韓国にそれほど関心のない者でも知っておいてほしいことは，異文化理解や
国際理解について思考訓練する上で韓国ほどよいテーマはない，ということである．そし
てこうした思考訓練を通じて養う異文化理解能力は，近い将来日本に多くの移民や外国人
労働者がやってきた時に出現する多文化社会において異なる価値観をもった人々が共存し
ていく上で必要なものであり，言わば国際化の時代において必要不可欠な能力だというこ
とである．だいぶ種明かしをしてしまった感があるが，この授業実践報告を読んで「ハン
グルを学ぼう」ってなんか面白そうな授業をやっていたんじゃん，なんて思ってくれる者
が一人でもいれば嬉しい限りである．今回の授業実践を土台にして，次回は大幅にグレー
ドアップした「ハングルを学ぼう」を行いたいと思う．
参考文献
青木保（2001）『異文化理解』岩波新書
伊東順子（2001）『病としてのナショナリズム』洋泉社新書
板垣竜太（2007）『〈嫌韓流〉の解剖学　現代日本における人種主義一国民主義の構造』，徐勝・黄盛彬・庵逡由香
　　編『「韓流」のうち外」』御茶ノ水書房所収pp．99－113
小倉紀蔵（1998）『韓国は一個の哲学である…「理」と「気」の社会システム』講談社現代新書
小倉紀蔵（2001）『韓国人のしくみ…「理」と「気」で読み解く文化と社会』講談社現代新書
キム・ソンモ（2007）『マンガ嫌日流』晋遊舎
黒田勝弘（1999）『韓国人の歴史観』文…春新書
在日本大韓民国民団中央民族教育委員会編（2006）『在日コリアンの歴史』明石書店
土佐昌樹（2004）『変わる韓国，変わらない韓国一グローバル時代の民族誌に向けて』洋泉社新書
朴一・太田修他（2006）『「マンガ嫌韓流」のここがデタラメ』コモンズ
三橋広夫（2007）『韓国の小学校歴史教科書一初等学校国定社会・社会科探究（世界の教科書シリーズ）』明石書
　　店
文部科学省（2003）『高等学校学習指導要領　第1章　総則』
　　［http：〃www．mext．go．jpfO＿menu！shuppan／sonota／990301！03122603／001．htm　2009105115アクセス］
山野車輪（2005）『マンガ嫌韓流1』晋遊舎
山野車輪（2006）『マンガ嫌韓流2』晋遊舎
山野車輪（2007）『マンガ嫌韓流3』晋遊舎
ヤン・ビョンソル（2006）『嫌日流』有学書林
